
 

 

 

 

 

 

社民フォーラム青森 
総会開催 ４月 29 日 
 
社民フォーラム青森は４月 29 日、青森市の「アピオ青

森」で第２回総会を開催しました。 

 総会は 25 名程度の役員、代議員で開催され、藤田誠代

表（青森市議）の挨拶に始まり、来賓として駆け付けた

田名部匡代参議院議員（立憲民主党青森県連代表）、升

田世喜男同党青森第一区総支部長の挨拶がありました。

また、６月 12 日投開票の六ケ所村長選挙に立候補を表明

している山田清彦氏（核燃サイクル阻止１万人原告団事 

務局長）の駆けつけ、支援の要請がありました。 

議案は昨年２月の設立総会以来の活動経過や向こう１

年間の活動方針が提起され、それぞれ満場一致で確認さ

れました。「フォーラムしもきた」からは目時代表、栗

橋事務局長が出席しました。なお、今回は役員改選はあ

りませんでしたが、当「フォーラムしもきた」の日土幹

事が体調不良のため、栗橋事務局長が新幹事として選出

されました。 

 

 

 

 

 
開会の挨拶をする藤田代表            来賓として駆け付けた田名部参議院議員 

確認された基調と具体的な取り組み方針 

立憲民主党強化への基調 

立憲民主党は国会議員中心の党運営であり、それでは

地域に根差した活動や組織は育たず、ともすれば選挙戦

も「風頼み」になりかねません。全ての都道府県で県連

を設置できたのも衆議院選挙を間近に控えた８月末のこ

とでした。その意味では党の地方組織の整備は道半ばで

す。党員が党の日常活動を支える作風や行政区単位の党

組織の確立などは、私たち社会民主主義フォーラムが積

極的に担うべき課題でもあります。 

さらに、地方組織を強化していくためには、党の地方

議員を増やしていくことが不可欠です。今年は参議院選

挙が闘われますが、来年は統一自治体選挙が控えていま

す。社民フォーラムに所属する自治体議員は全国で 160 

人程度ですが、これを拡大するためにも地方組織の力を

つけていくことが求められています。 

私たちが労働運動や市民運動などと連携して地域の運

動を担い、立憲民主党全体の取り組みに広げていくこと

が党の地方組織強化のために求められていることです。 

具体的な取り組み方針 

①第 26回参議院選挙に向けた取り組み 

昨年の衆議院議員選挙では、県内全ての選挙区で自民

党候補に議席を許す結果となり、この流れからすると衆

参を自民に独占されることが懸念されます。このため、

本年７月に予定されている第 26 回参議院選挙に向けて

取り組みを進めます。当面、青森支部で開催した「語る

会」を各ブロックで開催を計画します。また、フォーラ

ム青森としては立憲青森県連合と参院選に向けた協議を

持ち、私たちが活動できる領域を模索します。協議の結

果次第で必要な場合は別途幹事会を開催し、取り組みを

指示します。さらに、本年予定されている青森市議選、

十和田市議選、明年予定されている統一自治体選挙など

自治体議員の拡大に向けて取り組みます。 

②反原発の取り組み 

「４・９ 反核燃の日」全国集会は、新型コロナウイル

ス感染症拡大のため、中止やオンライン集会となりまし

た。しかし、この運動は日本の原子力政策の転換を求め

るものであり、核燃料再処理施設の廃止を求める運動は

原発ゼロ政策とともに重要な運動であることから反核実

行委員会に結集して取り組みます。 

③護憲の取り組み 

先の衆議院選挙で憲法改正に前のめりな「維新の会」

は、自民と立憲の議席減とほぼ同数の議席増を確保しま

した。また、岸田政権はこれまでの政権と同様に憲法改

正に意欲的です。こうした状況を踏まえ、引き続き平和

憲法を守る取り組み(５・３憲法集会、同意見広告、９条

の会集会など)に積極的に参加します。 

VOL.15 2022.5.4 
編集者：事務局長 栗 橋 伸 夫 
〒035-0051 むつ市新町 17－23 
連絡先:0175(31)0128(FAX兼用) 

〔携帯:090-8924-5462〕 

参院選必勝！護憲・反原発を柱に組織拡大を確認し合いました。 



参院選勝利へむつ下北選対結成！田名部匡代氏の再選へ本格始動しました。 

7月に予定さる参議院選挙では県内選挙区唯一の反自民

国会議員として田名部匡代さんが２期目に挑戦します。

田名部さんは主に農業水産分野で精力的に活動を続けて

いますが、現職議員であることや立憲民主党内でも要職

にあるため、当むつ市を含む選挙区内での選挙活動に費

やす時間は限られています。 

一方、自民党斎藤直飛人予定候補は元大相撲の追風海

としての知名度と北津軽郡出身県議会議員として『津軽

からも参議院議員を！』をキャッチフレーズに精力的に

に県内を駆け巡っています。 

こうした中、下北地域にも４月 28 日、田名部匡代むつ

下北選対本部が結成され、常設の立憲民主党むつ下北支

部の事務所も確定しました。（正式な事務所開設は５月

９日の予定です。場所は右図を参照） 

すでに街中には泉代表や升田世喜男氏との２連ポスタ

ーなども貼付が終わりました。今後は具体的な街宣活動

やミニ集会などを企画しながら紹介者カードの集約など

を取り組んでいくこととしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《むつ下北選対事務所（立憲民主党むつ事務所）》 

☆連合下北地域協議会のほぼ向かい側となります 

 

 

 

 

 

【住所】〒035-0071むつ市小川町一丁目６-４ 
【電話】0175-34-0885 【FAX】0175-34-0886 
   ※電話等の開設は５月９日以降 
   ※事務所右手に駐車場有り 

国道338号線

連合下北 マエダ本店

→八戸方面←川内方面

《むつ下北選対主要役員》 

・本 部 長 能登勝彦立憲民主党下北支部長 

・副 本 部 長 杉山鉄雄フォーラムしもきた副代表 

・副 本 部 長 山本信悦立憲民主党下北副支部長 

・事 務 局 長 杉浦弘樹立憲民主党下北幹事長 

・事務局次長 栗橋伸夫フォーラムしもきた事務局長 

たなぶまさよ ６つの政策 

ここです！ 



６ 月 ７ 日 告 示 

６月 12日投開票 

六ヶ所村村長選挙が６月 7 日告示、12 日投開票の日程

で行われます。今回は、長年にわたり再処理工場をとめ

ようと活動してきた山田清彦さんが出馬することが決ま

りました。 

 従前より村長選には無投票、無風選挙にさせないとし

て地元を含む県内外から誰かが立候補して選挙戦を通じ

て原子力に頼らない地域作りを訴えてきました。 

前回（2018 年）は六ヶ所村に新しい風をおこしたいと

遠藤順子さん（青森市）が核燃反対を掲げ立候補し、323

票（6.04％）を獲得しました。 

日本原燃の城下町で、核燃反対候補に投票することは、

大変勇気が要ります。少人数の投票所が多く、投票者が

「誰が」、「誰に」投票したのかがわかるとされるよう

な村長選挙です。さらに、会社や村議会議員を通じて票

固めが何重にも行われています。このように困難な状況

でしたが、遠藤順子さんは前回よりも 53 票上積みしまし

た。 

そして今回も前回同様に『六ケ所村に新しい風をおこ

す会』を選挙母体として闘うこととなったものです。供

託金没収も想定せざるを得ない厳しい闘いですが、敢え

てこの闘いに挑む決心をされた山田さんに敬意を表しな

がら、私たちでできること（資金カンパ、現地チラシ配

布、公営掲示板ポスター貼りなど）を精一杯取り組みた

いと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六ケ所村長選挙へ山田清彦さん（元三沢市議）が立候補を決意！ 
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反核燃の日全国集会全国実行委員会主催の「第 37 回

４・９反核燃の日全国オンライン集会」が４月９日

（土）、青森県労働福祉会館で開催されました。本年は

コロナ蔓延防止の観点から会場参加者を 75 名に絞り、そ

の他、県外からはオンライン参加とのハイブリット方式

で開催されました。当会からは栗橋事務局長が「核の中

間貯蔵はいらない！下北の会」の立場で参加し、むつ中

間貯蔵施設の闘いの現状を報告しました。 

同実行委員会では 1985 年４月９日、北村青森県知事

（当時）が核燃サイクル３点セット（再処理、ウラン濃

縮、低レベル廃棄物埋設）の受け入れを決めて以来、青

森市で「４・９反核燃の日全国集会」を開催し、抗議を

続けてきました。 

今年の集会では基調講演に元東芝・原子炉格納容器設

計者で工学博士の後藤正志氏が『下北半島の原子力施設

の建設・運転は人道に反する』と題して行われました。 

講演は専門技術者が科学的かつ、わかり易く、福島原

発事故の経緯や現状、そしてあらゆる原発施設のリスク

を語られました。また原発と核兵器の境界がなくなりつ

つある今日、一日も早い脱原発社会の実現を訴えました。 

集会では前日に六ケ所村長選に出馬を決意した山田氏

清彦さんも駆けつけ、選挙への支援を呼びかけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【集会の趣旨（抜粋）】 
現在、ウラン濃縮縮工場は運転停止

し、再処理工場は 2023 年を操業予定と

し、低レベル放射性発棄物理設施設が

原発のゴミを受入れ中です。 

2011 年の 3.11福島原発事故から 11

年経ちますが、今なお、2万７千人以上

の県民が県外での避難生活を余儀なくさ

れています。 

一方、トリチウム汚染水を政府は 2023

年から海洋に放出することを決めました。

総量は１ 月現在で 129万立米、放射線

量では約 820 兆ベクレルで 30 年かけて

海洋放出する計画となっています。 

ところが、再処理工場ではトリチウム汚

染水の海への放出が許可されており、日

本全国の原発が 1 年間で放出した最大

値を、アクティフ試験中の 1 カ月間で超え

たことがあります。このような再処理工場

は操業すべきてはなく、核燃サイクルは

すぐにも止めさせる必要があります。 

国は再処理して取り出したプルト二ウ

ムを大間町でのフル MOX 原発で大量に

消費するとして、青森県内での核燃サイ

クルを打ち出しています。だか、それが実

用化される目途が立っていません。つ
まり、再処理する意味はありません。 
だからこそ六ヶ所村での再処理、む

つ市での中間貯蔵、大間町でのフル 
MOX 原弁計画を止める必要がありま
す。それが実現すれば、日本の脱原発
が早まります。 

世界は福原発事故を教訟に、脱原発

に舵を切りましに。それなのに、日

本政府が未だに原発の運転を望のは

時代遅れです。 

脱原発を確実なものにするために、

「第 37 ロ 4 ・ 9 反核燃の日全国

集会」に結集しましよう。 
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コロナ禍、可能収容人一杯の参加となりました。 



75回目の憲法記念日、「戦争をする国」へ道を開こうとする勢力を許すな！ 
憲法記念日の５月３日、恒例となっている「下北地域

９条の会」主催の街宣行動がマエダ本店前で開催されま

した。当日は各団体等から 15 名が集まり、それぞれの団

体による決意表明がありました。 

集会は木下９条の会共同代表の挨拶で始まり､立憲民主 

党からは山本むつ下北副支部長が決意を述べながら、改

憲阻止のためにも参院選での田名部匡代さんの勝利を訴

えました。他に共産党や各民主団体が決意を述べ、最後

に 2022年５・３憲法記念日宣言（下段に掲載）を栗橋が

読み上げ、不戦と護憲を誓い合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75 回目の憲法記念日を迎えた今日、世界も日本も激動の真っただ中にある。ロシアのウクライナ侵攻開始から２カ月が

過ぎ、民間人の犠牲者は日に日に増え、国外の避難民も 530 万人を超えた。核の使用と世界大戦の発展も懸念される。ロ

シアは国連憲章違反の侵略戦争を直ちに止め、撤兵すべきだ。わが国では今、自民党と自公政権がウクライナ侵攻に乗

じ、憲法改悪と防衛力の大幅強化を急ごうとしている。日本は、「戦争する国」の岐路に立つ。 

「自衛隊明記」の改憲は、事実上 ９ 条を廃止して、平和憲法を有名無実化するもの、「緊急事態条項新設」の改憲

は、ナチスドイツの例に見るとおり、有事に政府に独裁的権力を与えて、民主主義を滅ぼしかねない極めて危険なもの

だ。自民党の「安保提言」は、「攻撃能力保有」「防衛費倍増」など、防衛力の大強化を求める。国民生活を破壊に導く

だけでなく、９条に基づく専守防衛原則を根底から覆して、わが国を近隣の国々との際限のない軍拡競争の道に引きずり

込み、戦争の危険を増大させるものだ。 

かつての日本の戦争では、無数の内外の人々が犠牲となった。その反省に基づき、憲法前文に、「日本国民は、…政府

の行為によって、再び戦争の惨禍が起こることのないようにすることを決意し、…この憲法を確定する。」と明記した。

９条は政府・政治家が戦争を始めるという愚行を防ぐ歯止めであり、国を守るのは不断の外交努力と、それを支える国民

の意志、必要最小限度の防衛力であることを示すものだ。 77 年もの間、日本の平和を支えてきた国の宝、世界の宝だ。 

自公政権と改憲政党は、７月の参院選挙を改憲実現のための選挙と位置づけ、衆院に続いて参院でも発議に必要な３分

の２議席の確保を目指している。この選挙には平和憲法、ひいては日本の未来が懸かる。何としても参院の護憲派政党は

３分の１を超える議席を確保しなければならない。そのために、私たちは、立憲野党と市民の共闘をさらに強め、全国署

名行動など市民の呼びかけを一層強化し、立憲野党の勝利、改憲と「安保提言」阻止のため全力をあげて闘う。 

2022 年５月３日「５・３憲法記念日むつ市街宣」参加者一同 
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2022年 ５・３憲法記念日宣言 



地域の交通事情、医療事情での話題～４月新聞記事より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

4/2 デーリー東北（路線図は東奥日報より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             ↓4/9 東奥日報 

 

 

 

 

 

 

 

 

←4/27 ウィーク 
しもきた 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウクライナ原子力施設、脅かされる安全 
ウクライナでは、ロシア侵攻の時点で 15基の原発が稼

働しており、ウクライナの電気の 51%は原発からできてい

ましたが、3月 1日時点でそのうち 6基が送電を停止して

いると報道されています。戦闘地域に原発施設があるこ

とは、非常に憂慮すべきことです。 

11年前の東日本大震災による津波で全電源を喪失し、

メルトダウンを起こした東京電力福島第一原発、さら

に、原子炉建屋と使用済み核燃料プールは、事故であれ

故意であれ、ミサイルや大砲の衝撃に耐えられるように

作られていません。最後の砦である原子炉格納容器が爆

発物によって破壊されれば、放射性物質が放出される恐

れがあります。 

また、原発施設の運用には高度な技術を持った作業員

が必要です。軍事攻撃により、人員が減ったり、作業に

集中できなくなったりすると、ヒューマンエラーの増加

につながる可能性があります。 

ウクライナの原発施設は比較的古く、すべての原子炉

は当初想定されていた寿命に近づいているか、超えてい

ます。原子炉が古くなるにつれて、技術的なエラーが増

えることも知られています。 

クリミア半島に近いザポリージャ原発は、特に懸念さ

れます。ヨーロッパで最も大きな原発で、６つの原子炉

があります。この原子炉は緊急用ディーゼル発電機の運

転やスペアパーツ不足といった問題を抱えています。 

原発と放射性廃棄物は、常に危険を伴います。しか

し、武力衝突の中にあっては、その危険は大幅に増しま

す。これは、エネルギー危機と気候変動を言い訳に、原

発に頼り続けるべきではない理由の一つです。 

原発のリスクが浮き彫りになる今、２度の原爆投下と原

発事故を経験した日本から、原発のリスクに怯える必要

のない世界を実現するために、原発をやめる意志を国際

社会に示すときではないでしょうか。 

 

連合下北地協、街頭でウクライナ支援を訴える 
４月９日、連合下北地域協議会幹事会、同青年女性

連絡会は合同企画として「ウクライナ避難民救済の緊

急カンパ」を呼びかける街頭宣伝をマエダ本店前で行

いました。 

行動には 10 名近くのスタッフが参加、杉浦市議も

駆けつけ、一日も早い戦争の早期終結とウクライナの

復興を訴えながら支援カンパを呼びかけました。 

参加者のみなさん、おつかれさまでした 

カ
ン
パ
を
呼
び
か
け
る
連
合
下
北
・
新
川
事
務
局
長 

平和委員会、二度目のロシア侵攻抗議街宣行動 
むつ市平和委員会の呼びかけで、３月に続いて 4月 19日、ロ

シアのウクライナ侵攻への抗議行動を行いました。行動には７

団体 10人が参加、木下９条の会共同代表や原発ゼロの会の立場

で栗橋事務局長など５人の弁士が「あきらめずに戦争反対の声

を上げよう」「核兵器共有こそ非現実的政策」「軍事費の増額

は軍拡競争につながり、国民生活破壊になる」「原発攻撃は原

爆使用に等しい」などと訴えました。 



むつ市長選、現職以外立候補なしか、現市長３選が濃厚！ 

 

 
《過去のむつ市長選結果》            ※前回（H３０年）は無投票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4/29 デーリー東北 


